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fill圏

ス
ウ
エ

ー
デ
ン
裁
判
官
規
則
に
つ
い
て

｜
｜
裁
判
官
規
則
の
印
刷
ー
ー
ー

スウェーデン裁判官規則について

は
じ
め
に

一
エ
リ
ク
ス
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ルス

二

ヨ
l
ハ
ン
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ルス

三
裁
判
の
無
秩
序

四
裁
判
所
の
無
秩
序
の
著
者
に
つ
い
て

五
裁
判
の
無
秩
序
と
裁
判
官
規
則
と
の
関
わ
り

結

語

本
稿
で
使
用
す
る
略
語
は
左
記
の
通
り
。

開
印
刷
旦
の
ロ
ω
回
。
ロ
ゆ
内
出
。
巴
∞
の
『
円
。
品
。
門
口
ω

初
旬
。
F
S
ω
S
2
0・
』
各
自
窓
口
程

g
g∞
の
宵

aoEω

同
円
円
、
円
、
同
巴

ω
s
p
a－ωロ含－
mm
（
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

l
農
村
法
典
）

富
田
ト
冨
釦
相
官
M
g
ω
開
E
W
ω
ω
。
ロ
ω
－
m
ロ
ezm
（
マ
グ
ヌ
ス
・
エ
リ
ク

ソ
ン
農
村
法
典
）

坂

田

冨
開

g
F
冨
mmロ
ロ
ω
開
ユ
w
ω
ω
。
ロ
ω
ω
宮
内
E
m
m
（
マ
グ
ヌ
ス
・
エ
リ

ク
ソ
ン
都
市
法
典
）
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は
じ
め
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
法
典
に
付
さ
れ
て
い
る
裁
判
官
規
則
（
以
下

（

1
）
 

規
則
と
略
す
。
）
に
つ
い
て
筆
者
は
翻
訳
と
紹
介
と
を
試
み
て
い
る
。

（

2
）
 

そ
の
紹
介
の
中
で
触
れ
た
裁
判
官
規
則
の
印
刷
者
シ
ュ
ロ
デ
1
ル
ス

に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
を
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
裁
判
官
規
則
臼
と
し

て
、
本
稿
で
は
述
べ
る
。

エ
リ
ク
ス
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ル
ス

規
則
が
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
の
は
一
六
一
六
年
の
こ
と
で
あ
る
と

（

3
）
 

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
印
刷
し
た
の
は
、
エ
リ
ク
ス
・
シ
ュ
ロ
デ

1

（

4
）
 

ル
ス
（
E
S）
で
、
筆
者
が
前
稿
注
（
叩
）
に
記
載
し
た
シ
ユ
ツ
テ

（

5
）

（

6
）
 

（J
S）
の
実
兄
で
あ
る
。
と
も
に
ニ
ュ

l
チ
ェ
ピ
ン
の
市
参
事
で

あ
っ
た
ス
ク
レ
ッ
ダ
レ
を
父
と
し
、
ア
ン
デ
シ
ュ
ド
ッ
テ
ル
を
母
と

（

7
）
 

し
て
い
る
。

E
S
の
没
年
は
一
六
四
七
年
で
あ
る
が
、
生
年
は
一
五
七
五
年
頃

（

8
）
 

と
さ
れ
て
い
て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
父
母
は
上
記
の
通
り
で
、
一

五
九
八
年
に
ド
イ
ツ
の
マ

I
ル
プ
ル
ク
大
学
に
入
学
し
、
一
五
九
九

年
に
マ
ギ
ス
テ
ル
の
学
位
を
得
て
帰
国
し
、
一
六

O
四
年
に
郷
里
ニ

ュ
l
チ
ェ
ピ
ン
で
学
校
長
官
】
8

－BM
E
S
S）
に
な
っ
て
い
る
。
一

六
O
八
年
に
公
爵
カ
l
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
教
師
と
な
り
、
一
六
一

二
年
王
室
印
刷
所
の
校
正
担
当
者
に
就
任
し
て
い
る
。
一
六
二
二
年

五
月
に
王
室
翻
訳
者
に
就
任
、
一
六
三
O
年
三
月
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
市
内
に
印
刷
所
を
設
立
、
印
刷
活
動
を
行
い
、
一
六
四
五
年
ま
で

に
郷
里
ニ
ュ

l
チ
ェ
ピ
ン
に
戻
り
、
当
地
で
死
去
し
た
。

E
S
は
市
参
事
の
子
と
し
て
国
王
の
好
意
を
受
け
て
成
長
し
、
同

時
に
弟
の
地
位
か
ら
も
利
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
。

E
S
に
は
三
人

の
女
性
と
の
婚
姻
歴
が
あ
る
。
マ

l
ル
ブ
ル
ク
大
学
で
は
数
学
を
学

ん
で
い
る
。
国
王
の
印
刷
物
の
校
正
者
と
し
て
の
職
務
に
は
必
要
文

献
の
翻
訳
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
主
と
し
て
聖
書
に
関
わ
る
図
書
が

対
象
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
以
外
は
不
明
確
と
い
う
。
同
時
に
、
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
城
の
書
記
（
巴
♀

Z
R
－R2
0
5
3）
で
も
あ
っ
た
。

印
刷
者
と
し
て
関
わ
っ
た
書
物
の
量
は
園
内
屈
指
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ル
タ
l
に
関
す
る
著
作
を
多
数
手
が
け
た
こ
と
を
自
ら
語
っ
て
い
る

と
い
う
。

E
S
の
出
版
活
動
の
目
的
は
、
ヨ

l
タ
王
室
の
初
期
の
大

国
主
義
の
理
念
及
ぴ
教
育
的
理
念
に
あ
っ
た
。

E
S
は
ド
イ
ツ
と
比

較
し
て
遅
れ
て
い
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
状
況
の
改
善
に
力
を
入
れ
、

翻
訳
に
際
し
て
政
治
・
宗
教
的
動
機
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
グ
ス

タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
の
た
め
の
学
習
計
画
の
中
で
弟
の
表
明
し
た
君
主

と
臣
下
の
関
係
に
関
す
る
思
想
に
も
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
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こ
の
経
歴
か
ら

E
S
は
王
室
翻
訳
家
、
出
版
者
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
資
料
に
よ
る
と
、

E
S
が
翻
訳
、
出
版
し
た
書
物

（

9
）
 

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
著
、
国
王
の
贈
物
、
一
六
O
六
年
。

②
ス
レ
イ
ダ
ヌ
ス
著
、
パ
ピ
ロ
ニ
ア
・
ペ
ル
シ
ャ
・
ギ
リ
シ
ャ

及
び
ロ

l
マ
諸
帝
国
の
短
い
が
有
用
な
歴
史
、
一
六
一

O
年。

③
ガ
ド
著
、
百
年
前
に
ラ
テ
ン
語
で
用
意
さ
れ
た
真
実
の
演

説
・
信
頼
で
き
る
警
告
、
一
六
一
一
年
。

④
ノ
ル
ト
ゥ
シ
ア
l
ヌ
ス
著
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
人
生
の
慰
め

スウェーデン裁判官規則について

の
書
、
二
ハ
二
年
。

⑤
（
論
文
集
）
・
我
々
と
カ
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
の
聞
の
四
つ
の
論
争

書
に
関
す
る
基
本
的
防
御
、
二
ハ
一
二
年
。

⑥
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ラ
ト
ゥ
ケ
著
、
教
育
方
法
論
に
関
す
る

報
告
、
一
六
一
四
年
。

⑦

A
・
ゲ
パ
ラ
著
、
廷
臣
（
図
。
同

lrrw）
の
教
育
、
二
ハ
一

六
年
。

⑧

パ

キ

ア

i
ヌ
ス
著
、
政
治
論
集
、
二
ハ
一
六
年
。

⑨

G
・
ヴ
ア
ル
ト
著
、
裁
判
の
無
秩
序
｜
｜
附
裁
判
官
規
則
、

⑪⑩  

一
六
一
六
年
。

妊
婦
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
及
び
神
の
祈
り
、
ヱ
ハ
一
七
年
。

ケ
ゲ
リ
ウ
ス
著
、
十
二
の
魂
の
観
察
、
一
六
一
七
年
。

⑭⑬⑫  

コ
グ
ナ
ト
ゥ
ス
著
、
使
用
人
の
義
務
、
一
六
一
七
年
。

フ
ッ
テ
ル
ス
著
、
神
学
教
科
書
、
一
六
一
八
年
。

神
は
何
故
祖
国
、
都
市
及
び
人
民
を
絶
え
ず
苦
し
ま
せ
る
の

か
、
一
六
一
八
年
。

マ
グ
ヌ
ス
著
、
ス
ヴ
ェ
ア
及
、
び
ヨ

l
タ
の
年
代
記
、

⑮ 

一
六

O
年。

⑬⑫⑬  

ネ
ア
ン
デ
ル
著
、
人
の
鑑
、
一
六
二
二
年
。

サ
ク
セ
著
、
キ
リ
ス
ト
教
少
年
少
女
の
貞
淑
、
二
ハ
二
二
年
。

コ
ミ
ネ
ス
著
、
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
一
世
と
ブ
ル
グ
ン
ド
の

カ
ー
ル
大
公
の
間
の
重
要
な
記
録
に
関
す
る
基
本
的
な
記
述
、

一
六
二
四
年
。

⑮
 

⑫
 年。

⑫
 

リ
ヴ
ィ
ウ
ス
著
、
ロ

l
マ
帝
国
の
歴
史
、
一
六
二
六
年
。

ウ
セ
リ
ン
ク
ス
著
、
商
業
契
約
に
関
す
る
詳
論
、
一
六
二
六

メ
ン
ツ
エ
ル
著
、
わ
が
キ
リ
ス
ト
教
の
四
つ
の
神
の
教
え
、

一
六
二
六
年
。

⑫⑫  

ク
リ
ュ

l
ゲ
ル
著
、
魂
の
祈
り
、
一
六
二
六
年
。

ミ
ユ
ラ
l
著
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヨ

l
ハ
ン
三
世
、
ポ
l
ラ

ン
ド
の
ス
テ
フ
ァ
ニ
・
パ
ト
l
リ
王
及
び
モ
ス
ク
ワ
の
イ
ワ
ン

雷
帝
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
治
世
の
考
慮
す
べ
き
事
項
、

一
六
二
九
年
。
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⑫ 

ゲ
バ
ラ
著
、
宮
廷
生
活
に
関
す
る
高
貴
で
輝
か
し
い
論
文
、

一
六
二
九
年
。
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＠ 

ロ
ペ
ル
ス
著
、
ラ
ニ
エ
ナ
・
パ
ス
バ
ル
セ
ン
シ
ス
、

一
六

九
年
。

⑫
カ
ス
マ
ン
著
、
死
に
対
抗
す
る
魂
の
武
器
倉
、
二
ハ
三
四
年
。

⑫
オ
シ
ア
ン
デ
ル
著
、
キ
リ
ス
ト
教
会
史
、
一
六
三
五
年
。

⑫
ド
ン
レ
ト
ゥ
ル
著
、
ロ

l
マ
教
会
の
恐
ろ
し
い
迫
害
と
宗
教

改
革
、
二
ハ
三
七
年
。

⑫
二
つ
の
有
用
な
小
論
、

⑩
 

⑪ 

一
六
三
八
年
。

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ

l
ヌ
ス
著
、
国
0
2
g
z
m
自
己
W
V
E
ω

円

HHE仏
門
品
開
話
一
立
件
記

ω
、
一
六
三
八
年
。

パ
ピ
ス
ト
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
王
の
布
告
、
年
記
載

な
し
。

＠
十
字
学
校
、
十
字
架
に
つ
い
て
、
一
六
三
七
年
。

⑧
コ
メ
ニ
ウ
ス
著
、
母
親
に
つ
い
て
、
一
六
四
二
年
。

＠
モ
レ
ル
ス
著
、
福
音
主
義
の
実
際
、
一
六
四
三
年
。

⑧
ベ
イ
リ
ィ
著
、
敬
慶
主
義
の
実
際
、
二
ハ
四
三
年
。

⑧
オ
ロ
フ
ソ
ン
著
、
歴
史
的
関
係
｜
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
二
世
に
つ

い
て
、
一
六
四
四
年
。

⑨
ア
レ
ン
ツ
著
、
天
国
楽
園
、
一
六
四
六
年
。

⑧
フ
ニ
ウ
ス
著
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
の
抜
粋
、

一
六
四
七
年
。

カ
リ
オ
著
、
カ
リ
オ
の
年
代
記
、
一
六
四
九
年
。

ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
著
、
自
然
の
魔
術
、
一
六
五

O
年。

モ
ル
ネ
イ
著
、
人
間
の
生
涯
と
隠
退
、
一
六
三
九
年
。

以
上
四
一
の
書
籍
が
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
ラ
テ
ン
語
等
か
ら
翻
訳

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を

E
S
が
翻
訳
、
出
版
を
行
う
際

（叩）

弟
J
S
の
指
導
的
な
援
助
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（

U
）
 

こ
の
伝
記
事
項
の
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
翻
訳
書
の
概
要
を
記
し
て

（ロ）

い
る
が
、
そ
れ
を
元
に
標
題
を
参
照
し
て
筆
者
な
り
に
整
理
し
て
み

る
と
下
記
の
よ
う
な
分
類
が
で
き
る
。

⑪⑩＠  

114 

君
主
と
臣
民
の
関
係
に
か
か
る
教
育
的
著
作

ジ
ェ

l
ム
ズ
一
世
の
著
書
（
①
）
、
ゲ
バ
ラ
の
著
書
（
⑦
及
び
⑫
）
、

パ
キ
ア

l
ヌ
ス
の
著
書
（
⑧
）
及
び
コ
ミ
ネ
ス
の
著
書
（
⑬
）
。
こ

の
中
の
⑧
は
王
権
神
授
説
と
国
法
と
の
関
係
を
⑬
は
権
力
の
分
立
を

扱
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
B
）
歴
史
・
政
治
に
関
す
る
も
の

ス
レ
イ
ダ
ヌ
ス
の
著
書
（
②
）
、
ガ
ド
の
著
書
（
③
）
、
ヴ
ア
ル
ト

の
著
書
（
⑨
）
、
マ
グ
ヌ
ス
の
著
書
（
⑮
）
、
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
著
書

（
⑮
）
、
ミ
ユ
ラ
l
の
著
書
（
③
）
、
ロ
ペ
ル
ス
の
著
書
（
⑧
）
、
オ
ロ

フ
ソ
ン
の
著
書
（
⑨
）
及
び
カ
リ
オ
の
著
書
（
⑧
）
。
こ
の
中
ロ
ペ

ル
ス
の
著
書
は
パ
セ
ウ
ァ
ル
ク
（
司
ω
8
d
g持
）
に
お
け
る
圧
政
と

（日）

破
壊
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
。

（

A
）
 



（

C
）
 

宗
教
書

スウェーデン裁判官規則について

ノ
ル
ト
ゥ
シ
ア
1
ヌ
ス
の
著
書
（
④
）
、
⑤
の
宗
教
論
争
に
か
か

る
論
文
集
（
⑤
）
、
妊
婦
の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
及
び
神
の
祈
り

（
⑩
）
、
ケ
ゲ
リ
ウ
ス
の
著
書
（
⑬
）
、
フ
ッ
テ
ル
ス
の
著
書
（
⑬
）
、

神
は
何
故
祖
国
、
都
市
及
び
人
民
を
絶
え
ず
苦
し
ま
せ
る
の
か

（
⑭
）
、
メ
ン
ツ
エ
ル
の
著
書
（
⑫
）
、
ク
リ
ュ

l
ゲ
ル
の
著
書
（
⑫
）
、

カ
ス
マ
ン
の
著
書
（
⑮
）
、
オ
シ
ア
ン
デ
ル
の
著
書
（
⑫
）
、
ド
ン
レ

ト
ゥ
ル
の
著
書
（
⑫
）
、
パ
ピ
ス
ト
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
布

告
（
⑪
）
、
十
字
架
に
つ
い
て
（
②
）
、
モ
レ
ル
ス
の
著
書
（
＠
）
、

ベ
イ
リ
ィ
の
著
書
（
⑧
）
、
ア
レ
ン
ツ
の
著
書
（
⑨
）
及
び
フ
ニ
ウ

ス
の
著
書
（
⑧
）
。

（D
）
教
育
書
及
び
一
般
に
有
用
な
小
著
書

ラ
ト
ゥ
ケ
の
著
書
（
⑥
）
、
ケ
ゲ
リ
ウ
ス
の
著
書
（
⑪
）
、
コ
グ
ナ

ト
ゥ
ス
の
著
書
（
⑫
）
、
ネ
ア
ン
デ
ル
の
著
書
（
⑮
）
、
サ
ク
セ
の
著

書
（
⑫
）
、
ウ
セ
リ
ン
ク
ス
の
著
書
（
⑫
）
、
二
つ
の
有
用
な
小
論

（
⑫
）
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
l
ヌ
ス
の
著
書
（
⑩
）
、
コ
メ
ニ
ウ
ス
の
著

書
（
⑧
）
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
の
著
書
（
⑩
）
及
び
モ
ル
ネ
イ
の
著

書
（
⑪
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
各
書
物
の
内
容
は
、
標
題
か
ら
み
て
宗
教
書
、

教
育
書
、
歴
史
書
が
主
た
る
も
の
で
、
法
律
書
と
み
ら
れ
る
も
の
は
、

ド
イ
ツ
語
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
「
裁
判
の
無
秩
序
」
（
⑨
）
の
み
で
あ

る
。
こ
の
書
物
も
後
に
見
る
よ
う
に
裁
判
所
に
悪
魔
が
入
り
込
ん
で

い
る
と
い
う
内
容
で
、
宗
教
書
に
近
い
雰
囲
気
の
も
の
で
あ
る
。
裁

判
官
規
則
は
「
裁
判
の
無
秩
序
」
の
付
録
と
し
て
そ
の
末
尾
に
添
付

（日）

さ
れ
て
い
た
。
規
則
の
内
容
は
、
一
七
三
四
年
の
王
国
法
典
に
採
録

さ
れ
、
現
在
ま
で
ほ
ぼ
継
続
し
て
同
法
典
の
一
部
と
し
て
印
刷
さ
れ

て
い
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
表
現
が
現
代
的
に
な
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
こ
か
ら
E
S
が
採
録
し
た
か
は
、
筆
者
の

許
に
は
何
の
情
報
も
な
い
。

こ
の
規
則
か
ら
出
発
し
て
、
裁
判
官
規
則
の
ベ
ト
リ
に
よ
る
原
典

（路）

を
探
索
し
た
の
が
ア
ル
ム
ク
ィ
ス
ト
の
一
連
の
研
究
で
あ
り
、
そ
れ

を
当
時
の
訴
訟
の
状
況
に
関
係
付
け
て
調
査
し
た
の
が
シ
ュ
ミ
ッ
ト

（口）

の
研
究
で
あ
る
。
ペ
ト
リ
の
裁
判
官
規
則
の
独
訳
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

の
研
究
書
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
l
ハ
ン
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ル
ス

二
人
目
の
シ
ュ
ロ
デ
l
ル
ス
は
E
S
の
弟
で
あ
る
。
そ
の
氏
名
は

シ
ユ
ツ
テ
（
句
。
回
話
回
∞
】
Q
2
0）
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
名
前
は
貴
族
に
列
せ
ら
れ
て
か
ら
の
名
前
で
あ
り
、
そ
れ
以
前

（叩）

は
ヨ
l
ハ
ン
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ル
ス
と
称
し
て
い
た
。
父
母
は
E
S
と

同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
父
は
カ
l
ル
九
世
で
あ
る
と
の
噂
が
あ
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（初）

る
と
い
う
。
兄
と
の
関
係
で
、
弟
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
し
て
お
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き
た
い
。
J
S
は、

一
五
七
七
年
に
生
ま
れ
、

一
六
四
五
年
に
死
去
し
て
い

る。

J
S
は
生
地
ニ
ュ

l
チ
ェ
ピ
ン
で
最
初
の
教
育
を
受
け
、
次
い

で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
ヨ

l
ハ
ン
三
世
の
設
立
し
た
大
学
で
学
ん
だ
。

当
時
の
著
名
人
の
多
く
は
こ
の
大
学
で
学
ん
で
い
た
。
こ
の
後
マ

l

（幻）

ル
プ
ル
ク
大
学
に
学
び
、
三
年
後
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ

イ
ン
に
移
っ
た
。
こ
こ
で
、

J
Sは
当
時
パ
リ
大
学
で
行
わ
れ
て
い

（

m） 

た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
批
判
者
ピ
エ

l
ル
・
ド
・
ラ
・
ラ
メ
の
哲
学

（
ラ
ミ
ス
ム
）
に
つ
い
て
知
識
を
得
た
。
ラ
テ
ン
語
、
数
学
に
優
れ
、

世
界
情
勢
に
つ
い
て
広
範
な
知
識
を
も
ち
、
弁
論
の
能
力
に
も
優
れ

て
い
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
帰
国
し
た
後
、
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ
の
教
師

と
な
り
、
王
室
の
子
弟
は

J
Sと
そ
の
監
督
下
に
あ
っ
た
者
の
指
導

（お）

を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
一
六

O
五
年
に
貴
族
に
列
せ
ら
れ
、
シ
ユ
ツ

（

M
）
 

テ
（

ω
－q2
0）
と
改
名
し
た
。
こ
の
時
か
ら
終
生
シ
ユ
ス
ト
及
び

ト
ウ
ナ
レ
ン
ス
の
農
村
裁
判
所
（

E
S含
込
芹
）
の
所
長
を
務
め
て

（お）

い
る
。
そ
の
他
、
政
府
の
閣
僚
（
影
町

2
2
R
Z
E
E－
nmEg－－

E
Z）
な
ど
要
職
に
つ
き
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
な
ど
各
国
に
派
遣
さ
れ
る
な
ど
欧
州
に
お
け
る
外
交
の
舞
台
で

（

お

）

（

幻

）

も
活
躍
し
て
い
る
。
国
の
財
政
も
任
さ
れ
て
い
る
。
政
治
家
と
し
て

（銘）

は
、
シ
ユ
ツ
テ
党
と
い
う
党
派
を
結
成
し
て
活
動
し
て
い
る
。

（

Mm）
 

法
律
家
と
し
て
は
、
一
六

O
八
年
に
富
開
盟
問
、
の
注
釈
書
を
書
き
、

法
律
学
者
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に
し
、
二
ハ
三
四
年
に
は

（鈎）

新
設
の
ヨ

l
タ
高
等
裁
判
所
の
長
官
に
就
任
し
て
い
る
。
宮
開
m
X
F

の
注
釈
書
は
ペ
ト
リ
の
裁
判
官
規
則
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と

（但）

い
う
。
ま
た
、
ウ
プ
サ
ラ
及
び
ド
ル
プ
ト
両
大
学
の
学
長
を
務
め
、

（沼）

自
費
で
教
授
を
増
員
す
る
な
ど
そ
の
発
展
に
尽
し
て
い
る
。
ラ
ミ
ス（お）

ム
の
立
場
か
ら
ウ
プ
サ
ラ
で
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
批
判
も
行
っ
て
い
る
。

更
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ラ
ッ
プ
人
の
教
育
に
も
意
を
用
い

（鎚）

て
い
る
。

し
か
し
、
筆
者
の
参
照
し
得
た
シ
ユ
ツ
テ
の
伝
記
記
録
に
は
こ
の

兄
弟
の
関
係
に
関
す
る
記
述
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
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裁
判
の
無
秩
序

規
則
は
、
「
裁
判
の
無
秩
序
」
の
付
録
と
し
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
語
原
書
を
筆
者
は
目
に
し
て
い
な
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
の
コ
ピ
ー
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
の
ス
ベ

（お）

リ
教
授
の
ご
好
意
で
入
手
し
た
。
そ
れ
に
従
い
、
そ
の
内
容
を
紹
介

す
る
。

（鉛）

ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
本
書
の
ド
イ
ツ
語
の
原
典
は
、

五



スウェーデン裁判官規則について

八
八
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
「
裁
判
所
の
無
秩

序
（
。
。
立
の
宮
ωロ
ロ
。
邑
ロ
ロ
ロ
向
）
」
と
い
う
書
名
で
出
版
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
初
版
は
、
一
五
八

O
年
に
聖
ガ
レ
ン
に
お
い
て
ド
イ

ツ
人
の
法
律
家
で
医
師
で
も
あ
る
ア
ム
・
ヴ
ァ
ル
ド
（
の

gお
〉
自

巧
色
色
）
が
公
に
し
た
「
裁
判
所
の
悪
魔
（
の
ゆ
立
の
F
Z
Z
C民
巳
）
」

で
あ
り
、
こ
の
中
で
悪
魔
が
裁
判
官
、
原
告
、
被
告
、
弁
護
士
、
検

察
官
、
証
人
等
を
通
し
て
、
裁
判
所
に
無
秩
序
と
破
壊
を
も
た
ら
し

て
い
る
こ
と
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
物
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
城
書
記
で
あ
っ
た

E
S
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
に
翻
訳
し
て
一
ム
ハ
一

六
年
に
出
版
し
、
当
時
新
設
の
ス
ペ
ア
高
等
裁
判
所
に
献
呈
し
た
も

の
で
あ
る
。
原
書
に
は
、
本
文
の
他
に
付
録
と
し
て
ド
イ
ツ
の
訴
訟

手
続
き
の
概
要
が
付
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
読

者
に
は
興
味
の
な
い
も
の
と
し
て

E
S
は
翻
訳
を
せ
ず
、
そ
れ
に
対

応
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
一
般
的
に
同
司
F
F
に
含
ま
れ
て
い
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
裁
判
官
規
則
が
付
録
と
し
て
付
加
さ
れ
た
。

書
物
は
、
四
部
構
成
で
、
目
次
は
つ
い
て
い
な
い
が
、

第
一
部
裁
判
官
に
つ
い
て

第
二
部
原
告
及
び
被
告
に
つ
い
て

第
三
部
法
律
家
、
弁
護
士
、
検
察
官
に
つ
い
て

第
四
部
証
人
に
つ
い
て

付

裁

判

官

規

則

（釘）

と
な
っ
て
い
る
。
出
版
年
は
一
六
一
九
年
、
第
二
版
で
あ
る
。
印
刷

に
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
活
字
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
読
み
に
く

い
。
ま
た
、
筆
者
の
中
世
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
能
力
か
ら
完
全
に
読
み

こ
な
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
理
解
し
得
た
範
囲
内
で
内
容
の
概

略
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
最
初
に
表
紙
の
標
題
の
下
に
主
題
が
次
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

（鈎）

ら
れ
て
い
る
。

「
本
書
に
お
い
て
は
次
の
こ
と
が
扱
わ
れ
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

邪
悪
な
る
悪
魔
が
、
い
か
に
し
て
裁
判
官
、
原
告
及
び
被
告
、
弁

護
人
、
検
察
官
、
証
人
並
び
に
そ
の
他
の
同
様
な
訴
訟
関
係
人
を

通
し
て
、
く
ち
ば
し
を
突
っ
込
み
、
多
数
の
混
乱
、
無
秩
序
及
び

不
和
を
裁
判
所
の
中
に
生
じ
さ
せ
て
い
る
か
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、

キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
人
々
が
そ
の
召
命
及

び
職
務
と
す
べ
て
の
機
構
の
状
況
の
中
で
働
き
、
か
く
て
法
及
び

正
義
を
促
進
し
、
力
を
得
て
い
る
か
。
ひ
と
つ
の
警
告
と
し
て
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
城
の
書
記
、
エ

l
リ
コ
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ロ
に
よ

り
新
た
に
翻
訳
さ
れ
た
。
末
尾
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
裁
判
官
規
則

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
に
法
律
集
の
中
に
書
か
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
」

つ
づ
い
て
、
第
一
部
は
裁
判
官
の
心
構
え
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、

（鈎）

前
文
で
要
約
次
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
、
二
五
の
項
目
を
掲
げ
て
い
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平
和
、
法
律
及
び
法
を
維
持
す
る
こ
と
が
裁
判
官
そ
の
他
の
役

人
の
職
責
で
あ
り
、
裁
判
官
が
そ
の
職
責
を
勤
勉
、
真
撃
か
つ
ま

じ
め
に
果
た
す
場
合
は
問
題
な
い
が
、
何
人
か
の
裁
判
官
が
そ
の

職
務
を
怠
け
た
り
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
行
動
を
取
っ
て
、
貧

者
を
苦
し
め
、
圧
迫
し
、
自
ら
の
行
っ
た
宣
誓
と
義
務
と
を
い
か

に
守
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
事
実
も
我
々
は
見
て
い
る
。
し
か
し
、

正
義
の
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
真
実
の
裁
判
官
も
存
在
せ
ず
、

王
国
、
農
村
及
び
都
市
の
統
治
は
必
然
的
に
荒
廃
し
、
劣
化
す
る
。

裁
判
官
は
善
良
な
人
々
を
守
り
、
反
逆
的
で
邪
悪
な
者
を
処
罰
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
裁
判
官
法
規
及
ぴ
訴
訟
法
規
の
唯

一
の
目
的
で
あ
る
。
裁
判
に
当
た
っ
て
は
、
身
分
の
上
下
、
貧
富

の
差
と
無
関
係
に
、
ま
た
友
と
敵
の
区
別
も
な
し
に
、
判
決
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
贈
物
を
受
け
て
は
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
に
反
す

る
偽
り
と
不
正
な
裁
判
官
に
は
罰
が
下
り
、
天
国
と
永
遠
の
生
命

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

（

M
W）
 

二
五
の
項
目
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
飢
）
裁
判
官
は
主
な
る
神
を
畏
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ω）
裁
判
官
は
学
殖
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
法
律
及
び
法
に

通
暁
し
、
経
験
を
つ
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
多
く
の
事
柄
の
中
に
身
を
お
き
、
実
行
し
、

（

ω） 

経
験
を
つ
ん
だ
、
知
識
と
理
解
力
の
あ
る
者
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
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（似）

裁
判
官
は
、
神
の
言
葉
と
書
か
れ
た
法
（
成
文
法
）
に
従

っ
て
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
は
、
自
ら
の
恋

意
に
よ
ら
ず
、
法
に
従
っ
て
裁
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
不
安
定
で
弱
々
し
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
裁
判
官
は
、
法
と
規
則
の
み
を
執
行
し
、
ま
た
明
確

で
重
要
な
原
因
以
外
は
、
何
物
も
原
因
と
し
て
軽
は
ず
み
に

変
更
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
臆
病
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
神
以
外
の
何

物
も
恐
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
裁
判
官
は
人
の

判
決
で
は
な
く
、
神
の
判
決
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。

裁
判
官
は
、
怒
り
か
ら
判
決
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
憎
悪
や
羨
望
か
ら
判
決
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
好
意
、
愛
情
、
友
情
か
ら
裁
判
し
て
は
な
ら

な
い
。

（侃）

（

M
W）
 

（前）

（

ω） 
（

ω） 
（
叩
）
裁
判
官
は
、
願
望
や
涙
に
よ
っ
て
、
自
ら
を
弱
め
、
不
正

義
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
日
）
裁
判
官
は
、
賄
賂
や
贈
物
に
対
し
て
貧
欲
に
な
り
、
金
で

自
ら
に
叛
い
て
は
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
人
を
外
見
で
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
国

（ロ）
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人
に
も
外
国
人
に
も
、
ま
た
富
者
に
も
貧
者
に
も
同
様
に
法

を
公
平
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
）
裁
判
官
は
、
訴
訟
関
係
人
に
快
く
接
し
、
富
者
貧
者
の
区

別
な
く
、
そ
の
主
張
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（M
H
）
裁
判
官
は
、
当
事
者
双
方
を
同
じ
よ
う
に
聞
き
、
判
決
を

性
急
に
下
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
日
）
裁
判
官
は
、
事
件
を
精
査
し
、
熟
慮
し
た
上
で
判
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
）
裁
判
官
は
、
自
分
の
仕
事
を
怠
け
て
は
い
け
な
い
。
事
件

を
迅
速
に
処
理
し
、
余
計
な
費
用
負
担
を
当
事
者
に
強
い
て

は
な
ら
な
い
。

（
口
）
裁
判
官
は
、
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
判
決
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
時
）
裁
判
官
は
、
刑
罰
を
受
け
な
い
よ
う
な
生
活
を
し
、
美
徳

を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
が
で
き
な
い

こ
と
を
他
人
に
命
令
し
て
は
な
ら
な
い
。

人
民
と
国
土
と
を
支
配
す
る
権
力
と
暴
力
と
を
神
か
ら
与

え
ら
れ
た
君
主
は
、
自
分
の
大
臣
と
相
談
の
上
、
正
直
に
、

キ
リ
ス
ト
教
的
に
行
動
し
、
統
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
印
）
裁
判
官
は
、
頑
固
で
強
情
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
自
分

の
欠
点
を
知
り
、
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
官
は
、
当
事
者
を
和
解
さ
せ
、
親
切
心
を
も
っ
て
熱

（初）

心
に
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
幻
）
裁
判
官
は
、
法
律
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
と
相
談
し
、
そ

の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勾
）
裁
判
官
は
、
自
分
の
事
件
の
裁
判
官
に
な
っ
て
は
な
ら
な

ト

v

（
お
）
裁
判
官
は
、
敬
慶
で
罪
の
な
い
者
を
守
り
、
強
欲
で
よ
こ

し
ま
な
者
を
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
は
、
無
罪
の
者

と
ひ
と
し
く
有
罪
の
者
を
処
罰
し
な
い
こ
と
を
許
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
、
無
実
の
者
が
刑
罰
を
受
け
な
い
よ
う
に
す
る

（剣）

た
め
で
あ
る
。

（M
）
裁
判
官
は
、
正
し
い
時
に
刑
を
宣
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ト

v

（
お
）
法
は
人
間
の
た
め
に
あ
る
。
人
聞
が
法
の
た
め
に
あ
る
の

で
は
な
い
。
裁
判
官
は
法
律
を
衡
平
・
平
等
に
従
い
解
釈
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
衡
平
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（必）

「
最
大
の
法
は
最
大
の
不
法
で
あ
る
。
」

第
二
部
で
は
、
原
告
、
被
告
に
つ
い
て
下
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い

（必）る。

地
上
世
界
は
吾
と
汝
の
世
界
で
あ
る
。
こ
の
対
立
が
な
け
れ
ば

争
い
は
起
こ
ら
ず
、
世
界
は
常
に
平
和
で
あ
る
。
し
か
し
、
吾
と

汝
の
存
在
す
る
限
り
争
い
は
不
可
避
で
あ
る
。
悪
に
よ
っ
て
人
は
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自
分
の
名
誉
や
評
判
を
傷
つ
け
ら
れ
て
怒
り
、
こ
こ
か
ら
、

が
他
方
に
法
を
要
求
す
る
事
態
が
生
じ
る
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト

者
に
と
っ
て
は
争
い
そ
の
も
の
が
過
誤
で
あ
る
。

こ
れ
を
前
提
に
、
下
記
の
五
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
凹
）
原
告
も
被
告
も
真
に
よ
い
事
案
（
請
求
）
を
も
つ
こ
と
。

し
か
し
、
実
際
に
は
逆
の
こ
と
が
あ
る
。
法
に
も
理
由
（
衡

平
）
に
も
反
し
て
他
人
を
訴
え
る
者
が
い
る
。
裁
判
官
、
弁

護
士
、
検
察
官
を
金
銭
そ
の
他
で
汚
す
者
が
い
る
。
原
告
が

偽
り
の
不
法
を
支
持
す
る
証
人
を
た
て
て
、
義
務
な
き
こ
と

を
被
告
に
実
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
論
計
を
用
い
て
は
い

け
な
い
。

（
ω）
原
告
被
告
は
、
宣
誓
を
行
い
、
隠
し
事
を
せ
ず
、
何
事
も

報
告
す
る
こ
と
。

（
ω）
自
分
の
事
件
の
助
け
に
な
る
の
に
関
わ
る
こ
と
以
上
の
も

の
を
提
示
し
た
り
、
提
示
し
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
勝

つ
た
め
に
贈
物
や
補
助
金
が
頻
繁
に
当
事
者
か
ら
提
供
さ
れ

て
い
る
の
が
実
際
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
め
な
く
て
は
な
ら

（似）
な
し
。当
事
者
は
、
理
由
や
証
拠
に
つ
い
て
論
計
や
詐
欺
行
為
を

行
わ
な
い
こ
と
を
宣
誓
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
書
記
官
を

通
し
て
屡
々
偽
の
道
具
が
作
成
さ
れ
、
裁
判
所
に
提
出
さ
れ 方

て
い
る
。
同
様
な
こ
と
は
証
人
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
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（
侃
）
事
件
の
実
施
延
期
を
要
求
し
な
い
こ
と
を
宣
誓
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
当
事
者
は
、
裁
判
所
に
事
件
が
長
く
係
属
す

る
よ
う
に
、
法
律
家
や
検
察
官
に
贈
物
を
す
る
こ
と
が
よ
く

行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
部
で
は
、
法
律
家
、
弁
護
士
、
検
察
官
に
つ
い
て
左
記
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

法
律
家
は
悪
し
き
キ
リ
ス
ト
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は

誤
り
で
、
正
し
く
は
法
律
家
は
良
き
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
正
義
を

認
め
、
そ
れ
に
反
す
る
行
い
を
し
な
い
の
が
法
律
家
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
は
悪
し
き
法
律
家
で
は
な
く
、
ま
た
悪
し

き
法
律
家
と
よ
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
こ
れ
と
は

異
な
っ
た
行
い
を
す
る
者
は
、
法
律
家
で
は
な
く
、
偽
法
律
家
で

あ
り
、
ご
ろ
つ
き
、
詐
欺
師
、
悪
し
き
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

こ
れ
が
前
提
で
、
以
下
悪
し
き
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
偽
法
律
家
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
凹
）
口
舌
の
み
発
達
し
て
い
て
、
華
や
か
な
言
葉
を
用
い
て
知

識
を
悪
用
し
、
善
を
悪
に
悪
を
善
に
い
い
か
え
る
。
能
力
の

水
準
が
低
い
ほ
ど
、
尊
大
な
態
度
を
取
る
。

金
銭
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
決
す
る
者
が
い
る
。
お
金
の
音

（

ω） 
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（閃）
が
す
れ
ば
雄
弁
家
キ
ケ
ロ
も
沈
黙
す
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

人
々
の
聞
に
亀
裂
と
不
和
を
も
た
ら
す
偽
法
律
家
、
和
解

し
よ
う
と
し
て
い
る
当
事
者
を
燃
え
立
た
せ
る
。

（似）

た
い
し
た
原
因
も
理
由
も
な
し
に
訴
訟
を
遅
延
さ
せ
た
り
、

変
更
し
た
り
す
る
法
律
家
が
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
訴
訟
費
用

は
高
騰
し
、
法
律
家
は
多
額
の
報
酬
を
受
け
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
全
世
界
を
え
た
と
し
て
も
そ
れ
が
何
だ
ろ
う
か
。
彼

は
法
を
処
理
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
彼
の
心
は
危
険
に
曝
さ

れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
悪
魔
と
取
引
し
な
い
よ
う
に
宣
誓
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

悪
し
き
法
律
家
は
、
人
が
不
正
な
訴
訟
を
し
て
い
る
の
を

知
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
彼
は
、
そ
の
訴
訟
を
勝
ち
取
ろ
う

と
す
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
悪
を
善
に
、
善
を
悪
に
ひ
っ
く
り

返
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
敵
方
に
立
つ
こ
と

も
あ
る
。
そ
う
し
て
正
義
に
反
す
る
こ
と
を
行
う
。
勝
つ
た

め
に
は
手
段
を
選
ば
な
い
の
で
あ
る
。

法
律
家
は
、
単
語
や
文
書
な
ど
意
味
不
明
あ
る
い
は
二
義

的
で
、
翻
訳
の
必
要
な
も
の
を
勝
手
に
つ
く
り
、
新
た
な
議

論
を
引
っ
張
り
出
す
。
そ
し
て
、
主
要
な
争
点
を
脇
に
ど
か

し
て
し
ま
う
。
単
な
る
単
語
の
羅
列
を
用
い
て
、
裁
判
官
に

判
決
の
し
ょ
う
が
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
。

（侃）

（

M
W）
 

こ
の
よ
う
な
偽
の
技
術
、
実
務
、
読
計
及
び
詐
欺
を
使
っ

て
、
毎
日
仕
事
に
励
み
、
相
手
方
（
被
告
）
や
裁
判
官
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
顧
客
さ
え
も
苦
し
め
困
惑
さ
せ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
こ
う
し
た
悪
し
き
法
律
家
を
追
放
し
て
、
裁
判
所

を
不
和
と
不
一
致
か
ら
秩
序
の
あ
る
楽
し
い
場
に
変
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

第
四
部
で
は
証
人
に
つ
い
て
、
偽
り
の
証
人
が
数
多
く
い
る
と
い

う
実
際
を
悪
魔
の
仕
業
と
し
、
下
記
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
例
）
偽
り
の
証
人
を
神
と
そ
の
命
令
に
反
す
る
も
の
と
し
、
裁

判
官
は
綿
密
な
調
査
に
よ
り
、
偽
り
の
証
言
を
見
分
け
る
必

要
が
あ
る
と
す
る
。

偽
り
の
証
人
と
証
明
か
ら
離
れ
、
証
人
は
真
実
を
語
る
こ

と
を
避
け
て
は
な
ら
な
い
。

（
ω）
裁
判
官
を
偽
り
の
証
言
で
偽
り
の
不
正
な
判
決
に
導
い
て

は
な
ら
な
い
。

（
ω）
偽
り
の
証
言
に
よ
っ
て
損
害
と
苦
痛
を
受
け
る
者
に
対
抗

し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
名
誉
、
財
産
及
び
生
命
を

失
っ
た
者
は
多
い
D

以
上
、
紹
介
が
か
な
り
長
く
な
っ
た
が
、
叙
述
に
は
随
所
に
外
典

を
含
む
旧
約
及
び
新
約
の
聖
書
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
古
典
（
プ

ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ
ケ
ロ
な
ど
て
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー

（

ω） 
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ヌ
ス
な
ど
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
人
並
び
に
ロ

l
マ
法
な
ど
か
ら
大
量
の

（
組
問
）

引
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

四

裁
判
所
の
無
秩
序
の
著
者
に
つ
い
て

本
書
の
ド
イ
ツ
語
原
書
の
著
者
に
つ
い
て
は
情
報
が
乏
し
い
。
訳

本
の
表
紙
に
は
著
者
名
が
の

gお
む
き
回
当
包
含
己
ロ
ユ
ω
F
W
Z
E
F

同

ME－－
hw
宮
色
・

5
E
g
R
U。
。
件
。
ユ
ω
と
記
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
の
参
照
し
得
た
記
録
に
よ
る
と
、
ヴ
ア
ル
ド
は
一
六
世
紀
に

活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
生
没
年
は
不
明
。
法
学
と
医
学
を

修
め
、
一
種
の
万
能
薬
を
開
発
し
て
成
功
を
収
め
た
と
記
さ
れ
て
い

｛釘）る。

五

裁
判
の
無
秩
序
と
裁
判
官
規
則
と
の
関
わ
り

訳
者
シ
ュ
ロ
デ
l
ロ
は
、
以
上
紹
介
し
た
ヴ
ア
ル
ド
の
著
書
に
重

要
性
を
感
じ
て
翻
訳
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し

て
当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
律
状
況
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
宗
教
改
革
を
は
さ
ん
で
ロ

l
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
法
か
ら
の
脱
却
が
行
わ
れ
、
欧
州
と
の
文
化
的
連
絡
の
断
絶
が
あ

っ
た
。
カ
ノ
ン
法
に
代
わ
っ
た
の
は
聖
書
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い

（

川

崎

）

（

ω）

う
。
つ
ま
り
、
聖
書
そ
の
も
の
が
法
律
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
で
は
、
帝
国
最
高
裁
判
所
（
同
色
各
ω
－

w
m
B
B
2
m
o江
舎
と
の
成
立
に
よ
っ
て
、
裁
判
機
構
が
中
央
集
権

化
さ
れ
、
帝
国
内
の
政
治
的
分
裂
に
も
拘
わ
ら
ず
、
帝
国
内
の
紛
争

は
武
力
で
な
く
法
律
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
た
。
別
の
表
現
を
用

い
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
司
法
国
家

Q
Z丘
町
l
ω
g巳
）
が
成
立
し
、
こ

（

印

）

れ
が
欧
州
他
国
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
。
か
く
て
、
大
学
の
法
学
部

と
裁
判
所
の
専
門
家
と
が
ド
イ
ツ
・
ロ
ー
マ
法
と
い
う
べ
き
も
の
を
（

日

）

形
成
し
た
。
カ
ロ
リ
ナ
刑
法
典
の
成
立
も
こ
の
頃
の
出
来
事
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
ヵ

l
ル
五
世
の
宮
廷
か
ら
ピ
ヒ
イ
（
問
。
ロ
・

5
ι
gロ
3
－q）
を
大
法
官
と
し
て
招
き
、
法
制
度
の
整
備
を
図

り
、
こ
の
影
響
下
に
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ァ
サ
の
政
権
は
最
高
裁
判
所
と

最
高
行
政
府
と
を
兼
ね
る
河
内
w
m
O
B
g
z
s色
（
統
治
府
と
訳
す
べ

き
か
）
を
創
設
し
た
。
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ペ
ト
リ
が
裁
判
官
規
則
を
ま
と
め
た
の
も
丁
度
こ
の
頃
に
当
た
っ

て
い
る
。
裁
判
官
規
則
と
同
様
の
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
カ
l
ド

（回

g
S
E）
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
同
じ
頃
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
プ
ロ
カ

l
ド
と
は
、
主
と
し
て
ロ

l
マ
法
か
ら
の
法
原
則
の

（
四
回
）

抜
粋
で
入
門
書
的
な
意
味
合
い
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

以
上
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
人
の
法
制
史
学
者
の
著
書
か
ら
抜

書
き
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
生
じ
た
の
が
十
六
・
十
七
世



紀
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
年

（
町
内
）

表
に
し
て
み
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

一
四
九
五

一
五
一
七

帝
国
最
高
裁
判
所
（
神
聖
ロ

l
マ
帝
国
）
の
創
設
。
司
法

国
家
の
誕
生
。
ル
タ
l
の
宗
教
改
革

国
王
・
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ァ
サ
（
の
ロ
ω
g
d
戸

一
五
二
三
｜
一
五
六
O

〈

gm）
こ
の
頃
（
一
五
二

0
年
代
）
ベ
ト
リ
著
、
富
開

g
F注
釈
。

一
五
二
七

一
五
三
二

一
五
三
四

一
五
三
人

スウェーデン裁判官規則について

一
五
五
二

一
五
六
O
｜
一
五
六
人

最
終
審
級
と
し
て
王
室
最
高
委
員
会
（
問
。
ロ
ロ
ロ
向
。
ロ
ω

一
五
七
五
頃

一
五
七
七

一
五
八
八

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
宗
教
改
革
。
国
王
が
教
会
の
首
長
と
な
る
。

カ
ロ
リ
ナ
刑
法
典
制
定
。

ヘ
ン
リ
1
八
世
が
英
国
教
会
の
首
長
と
な
る
（
英
国
宗
教

改
革
）
。
ド
イ
ツ
を
模
範
と
し
て
統
治
府
創
設
。
こ
の
頃
裁
判
官
規

則
を
ペ
ト
リ
が
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
。

オ
ラ
ウ
ス
・
ペ
ト
リ
死
去
。

国
王
・
エ

l
リ
ッ
ク
十
四
世
（
開
丘
】
円
以
内
口
、
）

国
王
・
ヨ

1
ハ
ン
三
世
（
旬
。
Fω
ロロ同）

エ
リ
ク
ス
・
シ
ュ
ロ
デ
1
ル
ス
出
生

ヨ
l
ハ
ン
・
シ
ュ
ロ
デ
l
ル
ス
（
シ
ユ
ツ
テ
）
出
生

「
裁
判
所
の
無
秩
序
」
原
書
（
第
二
版
）
の
出
版
。

国
王
・
シ
グ
ム
ン
ド
三
世
ヴ
ァ
サ
（
盟
問
・

一
五
九
二

l
一
五
九
九

自
民
戸
内
田
阿
国
・
〈

gm）

一
五
九
九
l
一
六
一
一

冨
開

g
F及
び
開
門
戸
戸
の
改
正
提
案
（
問
。

8
ロ
m
Bロ
ω
W

国
王
・
カ
l
ル
九
世
（
同
ωユ
ロ
門
）

一
六
O
二
8
2
E
m
他）。

一
六
O
七

一六
O
八

一六
O
九

地
方
法
典
（
巴
宮
】
ぽ
ロ
色
ω

－mmoロ
と
。
巳
m
o
g
－mmmwロ）

の
印
刷
同吋
F
F
の
印
刷
。
シ
ユ
ツ
テ
に
よ
る
冨
開
g
F
の
注
釈
。

地
方
法
典
（
国
箆
巴
ロ
mozmoロ
）
の
印
刷
。
こ
れ
ら
印
刷

さ
れ
た
法
律
に
は
国
王
の
布
告
文
が
付
さ
れ
、
モ
l
ゼ
の
十
戒
が

付
録
と
し
て
付
さ
れ
た
。

一
ム
ハ
一
一
l
l
一ムハ二一一

S
4
口・
k
F
向田島｝】同）

国
王
・
グ
ス
タ
フ
二
世
ア
ド
ル
フ
（
の
ロ
中

一
六
一
四

一
六
一
四

一
六
一
五

一・六一・六

一
六
一
八

一ムハ一六
三
O

ス
ペ
ア
高
裁
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）
の
創
設
。

訴
訟
手
続
規
則
（
岡
山
伊
丹
g
m常
伝
ω。

E
E
g
t
m
w）
制
定
。

訴
訟
手
続
規
則
（
問
的
伊
丹
g
m静岡高
8
8
8
8）
制
定
。

「
裁
判
の
無
秩
序
」
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
訳
の
出
版
。

冨
開
m
X
F
の
印
刷
。

オ
l
ボ
l
高
裁
創
設
。

ド
ル
プ
ト
高
裁
創
設
。

123 

一
五
六
一vomm
一
忌
自
ロ
品
）
創
設
（
エ

l
リ
ッ
ク
十
四
世
の
在
位
中
）

一
五
六
人
｜
一
五
九
二

二
ハ
三
二

i
一
六
五
四

ク
リ
ス
テ
ィ
l
ヌ
女
王



一
六
三
四

ヨ
l
タ
高
裁
創
設
。

法学研究83巻4号（2010:4) 

こ
の
よ
う
に
、
当
時
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
近
代
的
な
司
法
制
度
、

法
律
学
の
創
生
期
に
当
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
ド
イ
ツ
の
体
制

の
参
照
と
と
も
に
、
自
国
の
伝
統
の
確
認
が
行
わ
れ
た
。

E
S
が
自

己
の
翻
訳
に
裁
判
官
規
則
を
付
録
に
つ
け
た
と
い
う
事
実
と
こ
れ
と

が
関
連
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
裁
判
官
規
則
出
版
の
八
年

前
に
冨
開

m
p
の
注
釈
を
公
に
し
た
弟
の
影
響
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
し
。裁
判
官
規
則
（
以
下
規
則
と
呼
ぶ
）
と
上
で
紹
介
し
た
ヴ
ァ
ル
ド

の
訳
書
（
以
下
訳
書
と
呼
ぶ
）
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
、
訳

書
で
は
訴
訟
関
係
人
の
状
況
に
力
点
を
お
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、

規
則
は
訴
訟
関
係
人
よ
り
は
、
法
律
が
法
律
で
あ
る
要
件
、
訴
訟
に

お
け
る
宣
誓
、
証
拠
、
刑
の
目
的
、
拷
問
な
ど
実
務
上
の
問
題
に
力

点
を
置
い
て
い
る
。
裁
判
官
に
つ
い
て
は
ど
ち
ら
も
裁
判
官
倫
理
と

い
う
べ
き
も
の
を
取
上
げ
て
い
る
が
、
訳
書
は
聖
書
の
ほ
か
プ
ラ
ト

ン
及
、
ぴ
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

l
ヌ
ス
の
名
を
挙
げ
て
、
裁
判
官
の
役
割
、

そ
の
職
務
の
必
要
性
及
び
裁
判
官
の
資
質
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
平
和
、
法
律
及
び
法
、
並
び
に
よ
き
政
治
を
維
持

（弱）

す
る
」
こ
と
が
裁
判
官
そ
の
他
の
役
人
の
役
割
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
し
て
い
る
。
裁
判
官
が
人
々
に
公
平
に
、
真
剣
に
、
贈
物
を
受
け

ず
に
自
己
の
仕
事
を
す
べ
き
こ
と
と
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
神

の
罰
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
繰
返
し
強
調
し
、
裁
判
官
に
人
を
超
え

る
資
質
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
規
則
は
、

表
現
が
簡
潔
で
、
裁
判
官
職
が
神
に
属
す
る
こ
と
と
、
裁
判
官
の
行

う
こ
と
は
、
神
の
行
う
こ
と
を
神
に
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
と
が
強
調

さ
れ
る
と
同
時
に
、
裁
判
官
に
も
誤
り
の
あ
り
得
る
こ
と
を
受
容
れ

（貯）

て
お
り
、
裁
判
官
を
人
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

訳
書
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
態
度
や
行
動
に
悪
魔
が
入
り
込
ん
で

い
る
と
い
う
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
規
則
は
、

裁
判
官
倫
理
及
び
法
の
在
り
方
や
訴
訟
事
件
の
処
理
原
則
に
重
き
を

置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
相
違
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
訳
書
は
、
裁
判
官
に
関
す
る
事

項
、
原
告
及
び
被
告
に
関
す
る
事
項
等
、
訴
訟
関
係
人
の
地
位
ご
と

に
記
述
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
規
則
に
は
こ
う
し
た
ま
と
ま
り

は
な
い
。
ア
ル
ム
ク
ィ
ス
ト
に
よ
る
と
、
規
則
の
内
容
は
、
漠
た
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
様
々
な
部
分
が
異
な
っ
た
角
度
か
ら
集
積

（関）

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
構
成
は
下
記
の
よ
う
に
分
析

（関）

さ
れ
て
い
る
。

124 

前
文
及
び
第
一
か
ら
第
五
ま
で
は
ペ
ト
リ
の
説
教
、

第
六
か
ら
第
二
五
ま
で
は
短
い
法
諺
、

第
二
六
は
ペ
ト
リ
の
説
教
、

第
二
七
か
ら
第
三
四
ま
で
は
宣
誓
（
何
色
）
、



スウェーデン裁判官規則について

第
三
五
及
び
第
三
六
は
証
拠
評
価
・
証
明
と
犯
罪
行
為
、

第
三
七
は
証
人
の
証
言
、

第
三
八
は
拷
問
、

第
三
九
は
上
訴
、

第
四

O
か
ら
第
四
こ
ま
で
は
短
い
法
諺
、
そ
し
て

第
四
三
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
と
ペ
ト
リ
の
詩
の
一
節
。

次
に
、
訳
書
は
主
張
の
典
拠
を
細
か
く
引
用
し
て
い
る
が
、
規
則

（

ω） 

は
そ
う
し
た
引
用
を
一
切
行
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
作
者
に
よ
っ

て
十
分
岨
噂
さ
れ
た
こ
と
が
ら
を
簡
潔
に
表
現
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
口
特
に
、
規
則
第
一
か
ら
第
五
ま
で
は
ペ
ト
リ
の
説
教

と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
規
則
第

三
は
、
「
ま
た
同
様
に
、
裁
判
官
は
、
裁
判
官
の
職
務
が
一
般
の

人
々
の
最
善
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
最

善
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
そ
れ
故
に
、

裁
判
官
は
、
そ
の
職
務
を
一
般
の
人
々
の
利
益
の
た
め
に
用
い
、
自

ら
の
利
益
の
た
め
に
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
、
な
お
ま
た
、

そ
の
職
務
が
正
し
く
用
い
ら
れ
た
と
き
に
は
自
ら
の
利
益
に
も
な
る

こ
と
を
、
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
き
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
そ

の
職
務
に
よ
っ
て
一
般
の
最
善
を
求
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
自
ら
の

最
善
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
裁
判
官
は
、
一
般

の
人
々
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
般
の
人
々
が
裁
判
官

の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
と
規
定
し
て
い

（侃）る
が
、
こ
れ
は
ペ
ト
リ
が
国
王
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ァ
サ
の
戴
冠
式
の
際

に
ウ
プ
サ
ラ
大
聖
堂
で
行
っ
た
説
教
の
内
容
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と

（

ω） 

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
規
則
は
極
め
て
個
性
的
で
イ
ン

パ
ク
ト
の
強
い
も
の
で
あ
る
。

結

去五
日口

本
稿
で
は
、
裁
判
官
規
則
の
最
初
の
印
刷
に
関
わ
っ
た
シ
ュ
ロ
デ

l
ル
ス
と
そ
の
弟
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
筆
者
の
手
許
の
資
料
に
よ

り
、
規
則
の
も
つ
意
味
に
迫
ろ
う
と
し
た
。

筆
者
の
意
図
が
十
分
に
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
法
制
度
の
特
徴
と
裁
判
官
規
則
と
は
深
い
関
係
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
我
々
日
本
の
研
究
者
の
目
に
も
明
ら
か
に
な

っ
た
と
思
う
。

筆
者
が
第
一
稿
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
裁
判
官
規
則
の
問
題
領
域

は
非
常
に
広
く
、
ま
た
深
い
。
そ
れ
と
比
較
し
て
筆
者
の
能
力
は
余

り
に
も
不
充
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
自
覚
し
な
が
ら
、
引
続
き
筆
者
の

能
力
と
相
談
し
つ
つ
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
多
数
の
ご
指
摘

を
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
う
。
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~
吾
平
.J~

ト
会
与
e
榊
帥
Q
羅
揺
栴
~
.
.
.
.
.
.
）
い
け
な
明
会

l絡
を
ド
エ
時
。

(in) 
Schroderus, 

Johan 
Bengtsson 

(1604 

Skytte), 1577-1645. 

（申）
borgmastare 'J e

醤起：！：！
+E執

時
下

J崎
時

~Ii£:堂
~t\-'~

調
餐
~
~
毒
事
字
血
n
~
~
時
。

Hasselberg,
Gosta: K
o
m
p
e
n
d
i
-

u
m
 i
 svensk rattshistoria, 

Juristforlaget, 
Stock-

holm, 1989, s. 
55. 

~
鑑
訓
話
京
会

l寵
揺
←
崎
心
’
「
橋
信

！.！'.!:!' 

壬
割
以
前
R刑......）｛.！’怪童話会1握

忠
ド
ト

ca~執
跡
＜
b
o
r
g
m
a
s
t
a
r
e
＞
肖

b
軍
跡
＜
rad>

！.！吋
時
生
霊
拠
調
￥
：
：
~
昼
寝
耳
鍾
る
布
~
制
収

J
¥-' 
Jエ

adlad 

（ア。SN
）

hw寸網的∞駅寄糾山崎’
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satorerne, 
vitnen 
och 
andre 
slijke 
rattegangs 

personer, 
v
n
d
e
r
s
t
u
n
d
o
m
 stichtar 

och astadkom-

m
e
r
 m
y
c
k
e
n
 oreda. [Sthlm] 1616. 4:o. 

(8). 
88 s. 
[S 

75-88: N
a
g
r
e
 almennelige regler, ther en d

o
m
a
r
e
 

skal sigh aldeles effter ratta (tillskr 
Olaus Petri, 

bar 
1. 
g
g
n
 
tr).] 
P
a
 
nytt 
offuerseed 

och 
publ 

[Sthlm] u
 a
 [fOret undert 1619]. D:o Sthlm 1619. 92 

s. 
[S 76-92. N

a
g
r
e
 ... ]
 (SBL., s. 
614.) 

（§＇.何需用語〉

0
・
何
日
·
~
ト
ー
ミ
エ
ム
［
>
.
 ~
ト
ー
ミ
：
ι
＼
ト
-
4
~
ト
会

2ム
］
稀

穿
e
』龍寺区世’
’
j
 ~
t
r
早J
~
’
~
~
吋
小

!l轍
艇
長
報
喜
宇
品
r
睡

~II'

禅
~II’

体
構

t1
’

i軍
部
長
包n'

ft語
〈
同
省
’~to/

~
 ~
 ~
 §＇.~産指

1憶
誕
霊
峰

-<4'婚
相
’
宮
!
l
~
’
特
'
V
~
ド~P.:1幅

4J制＜
0
 0
 *11＇
剖
υ
~
キ
1
ν

エ
崎
会
与
込
書
毒
穏
.
p
~
’
四
時
-
R
~
ν
エ
時
。
［

tく
ι
れ
れ
長
会

4
]
1
 

K
 1
 ~＜
社
。
ト
4マ
F
守マ
gr

0
事
（
〈
）
’
＜
＜

l眠
。
［
平
岡
一
＜
＜
~
＇

4露
軍
色
n!R収

制
!l起
小
Y

・帆J~尽lt-~
l
；
製
宕
需
要
蛋
（
→
マ
iト－｛：＼
tく
・
て

ι
＝－－!

2
~
キ
J
U
I
~
時
。
＊
怖
~
~
官
い
岳
蚕
。
）
。
］
襟
~
!
l
眠
布
将

J
ド
坦
握
［
tく
ム
れ
れ
長
会
イ
J
§＇.社［
11( 1
 ~社
再
三

lと
］
。
E

叫’
rく
ム
れ
れ
長
会
イ
’
11( l
 ~社
’

~
1
\
l
眠
。
［
キ
Ji(
－
~
1
1

1町
キ

Wlt-~
…
］
。
~
｝
＇
ー
’

W
a
l
d
,
Oordning 1619 .l,j 

....J
ド
E

E
い
時
。

（出）
Sveriges 

Rikes 
L
a
g
 Gillad 
och 
A
n
t
a
g
e
n
 
pa 

Riksdagen 
A
h
r
 
1734. 
Rattshistoriskt 

bibliotek, 

Bd.37, 
Nordiska 

bokhandeln, 
Stockholm, 

1984, 

ISBN: 91-85190-27-6 .l,j....Jν騨
夜
約
~
ν
エ
時
。
報
軍
事

E

曜
E震
当
時
＇
~111<111~111~

＜
1眠
!
l
~
幡
拘
ヰ
ヰ
ν
エ
時
。

（記）
Almquist 1951. 

（巳）
Schmidt 1966. 

（告）
Schmidt 1966, ss. 

39-50.
掛
榊
当
て
ム
p
e
曜
ffiX.l,J
，入

吋
ロ

fト
｛
ロ
~
？
：
~
霊
e
覇
軍

.l,..I＇＼ト，~揮下J起
草
手
羅
揺
J
ド
エ
時
。
掛

田’
同ー蛍
l
Q.ij:}-。

（含）
Johan 
Bengtsson 

Schroderus. 
~
 
l
ι
B
i
・

ographiskt 
lexicon 
ofver 
n
a
m
n
k
u
n
n
i
g
e
 svenska 

m
a
n
,
 Bd. 15, Upsala, 1848, ss. 

4-14 
（~lιBL.l,j....J

ド

E
庄
が
時
。
）

!
l
~
時
。

Inger,
Goran: Svensk rattshis-

toria, 
2:1 
uppl., 
Liber, 
Lund, 
1983 

（
~
 l
ι
I
n
g
e
r
 

1983 .l,j 
J
ν
E
匪
炉
時
。
）
，
s. 
67. 
M
o
d
るer,
Kjell: 
His-

toriska 
rattskallor, 

Nerenius &
 Santerus, 

A
n
d
r
a
 

uppl., 1997 (Modeer 1997 .l,j 
....Jνnr;m::
が
時
。
）
，
ss.77f. 

（
~
）
 
BL, s. 
4. 

（同）
？
｛
士
ミ
ト
会
、
＋
＜
緋
禅
寺
ト
さ
~
1
 f吋
将
兵
砕
吋
.r:-11(00

社
制

~
~
1
1
砕
E
~
時
時
。

A
l
m
q
u
i
s
t
,
Jan Eric: Svensk ju-

ridisk 
litteraturhistoria, 

Norstedt, 
Stockholm, 

1946, s. 
20. 
(Almquist 1946 .l,j 

J
い
E
霞
が
時
。
）
布
~
，

~J e
駆
葉
己
主
同
（
／
）
!lllllK争
時
1程
う
脅
さ
ま
布
エ
。

（符）
Pierre de la 

R
a
m
e
e
 (1515?-1572. 

1ト
1ト
入
制
g
~

~
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宗
旨
・
ロ
ω何
mgcω
）。

E
何

4
2
3
F
E
m
〉
E
E。己
O
H
M
m
w
ω
g
E
z

d

『円。ロ肉（
F
Z
O）3
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
言
っ
た
こ
と
は
す
べ
て

間
違
い
で
あ
る
。
」
と
い
う
言
葉
で
ス
コ
ラ
学
に
挑
戦
し
た
、
宗
教

改
革
と
も
関
わ
る
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
（

E
Gミ
割
当
者
－

mロ’

ω
d
z
g・
。
。
自
＼
件
。
立
の
＼
目
指
一
可
ロ
ω
l
B
E
g－
及
び

Z
Gミ
1
m
g・ω’

g
民
。

E
・0色ロ＼
o
E
E
g＼
B
自
己
主
に
よ
る
。
）
。
改
革
派
に
属
す

る
。
渡
謹
一
夫
、
渡
漫
一
夫
著
作
集
第
三
巻
、
ル
ネ
サ
ン
ス
雑
考

（
上
巻
）
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
五
年
、
六
0
1六
五
頁
参
照
。
こ
れ

に
関
し
、
友
人
井
村
順
一
教
授
の
ご
教
示
に
心
か
ら
謝
意
を
表
す
る
。

（
お
）
切
戸
・
・

ω－
m・

（M
）

KFH宮
内
哲
也
ω仲
HUA5・
ω－
NO
で
は
一
六
O
四
年
と
な
っ
て
い
る
o

m
W
3
Z
の
名
は
途
絶
え
て
い
た
母
方
親
族
の
名
を
引
継
い
だ
も
の

（回
F
・・
ω－
a・）。

（
お
）
国
管
・
史
F
0
4
内
出
口
問
時
叶
』
ロ
ω件
。
。
F

同，

g
ロ
色
町
時
同
話
回
忌

B
円四

（
と
s
a
c－
2
5品
Pω
・N
0
・）

（
お
）
回
F－
wωω
・∞ー∞・

（
幻
）
回
FWω
・斗・

（お）

ω
w三一宮
ωロ
ωwmwzmω
ロ
と
い
う
。
回
F
・
ω・∞・

（mm
）

閃

0
5
B
O
E
R
t
E
a包一
ω－m
m
o
p
H
a
o∞
・
一
九

O
五
年
に

E
・
ヴ
オ
ル
フ
（
開
・
君
。
ロ
同
）
に
よ
り
印
刷
さ
れ
る
ま
で
、
写
本

し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
〉
】
百
円
山
口
町
件
忌
hpAYω
－

NO
に
よ
る
と
、

こ
の
著
書
は
、
冨
開
∞
神
戸
の
国
王
法
典
、
婚
姻
法
典
、
相
続
法
典
、

土
地
法
典
、
建
造
物
法
典
及
び
訴
訟
法
典
に
関
す
る
未
完
の
も
の
で
、

後
に
オ
ロ
フ
ソ
ン
（
国
ωロ
ω
。
宮
町
ωωoロ
）
の
手
で
完
成
さ
れ
た
。

し
か
し
、
彼
の
執
筆
部
分
は
一
六
0
0年
代
を
通
し
て
重
視
さ
れ
、

版
を
重
ね
た
と
い
う
。
こ
の
書
物
で
ペ
ト
リ
の
裁
判
官
規
則
が
初
め

て
引
用
さ
れ
、
以
後
様
々
な
形
で
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
（
〉
－
s
o
z
z
s
m
H
w
m・
5
・）。

（
却
）
ヨ

l
タ
高
等
裁
判
所
長
官
就
任
（
一
六
三
四
年
）
の
記
事
は
、

J
S
が
ウ
プ
サ
ラ
大
学
の
再
建
に
力
を
尽
し
た
こ
と
と
と
も
に

回
「

ω
・
］
戸
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
担
）
同
口
問
。
叫
同
匂
∞
ω・
ω・∞吋・

（
沼
）
回
Fwm－
HH・

（
お
）
回
F
・
ω－
HN・

（
担
）
回
F
・
ω－

HN・

（
お
）
書
名
は
裁
判
の
無
秩
序
（
同
笠
宮

mb口問
ω
。。

E
Eロ
拘
）
。
表

紙
に
内
容
の
要
約
が
あ
る
。
注
（
U
）
参
照
。
以
下
〉
目
当
mwE・

。
。
同
也
氏
ロ
何
回
品
店
と
し
て
引
用
す
る
。

（
お
）
出
。
－
B
V即時。－
PKFWOH
．〈仇

VS
門
吉
田
州
弓
g
m－2
・明
g
z
w門
店
同

S
E
mロ
mw色
〉

MSH
一回
m
m
2鬼
門
。

B
W
k
r－B
s
t
E
h
w
d司－
W
8－y

d旬
開

】

g
z
h
r
g。。
W
F。－
5
・同也

N∞
（
以
下
回
。
－
s
v帥の
W
S
N∞

と
し
て
引
用
す
る

o
r
g・
N
a
2・

（
幻
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
こ
の
書
物
の
内
容

は
、
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
の
記
載
と
変
ら
な
い
が
、
記
述
は
無
味
乾
燥
で
、

表
面
的
な
も
の
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
注
（
訂
）
参
照
。

（
お
）
〉
自
宅
州
wE・
。
。
邑
ロ
E
m
5
5・
表
紙
。
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（訟）
A
m
 Wald, Oordning 1619, ss. 

1-4. 

（~） 
A
m
 Wald, Oordning 1619, ss. 

4-48. 

（弓）
Satius est 

i
m
p
u
n
i
t
u
m
 relinqui facinus nocen-

tis, 
q
u
a
m
 innocentem damnari. (It is better to per-

mit the crime of a
 guilty person to g

o
 unpunished 

than to c
o
n
d
e
m
n
 one w
h
o
 is 
innocent. Digesta 48. 

19. 
5pr.

）
為

lト
1ト
入
艇
や
n
r
;
m
:
~
~
ν
エ
時
。
制
〈
わ
＜
~
S
c
o
t
t
,

S.P., 
T
h
e
 Civil 
L
a
w
,
 Reprint of 

1932 ed., 
A
M
S
 

Press, 1973, Vol.11, p.110. 
!.l"-6
時。

（司）
リ
iJ
~
~
，
 
.＼ヤふロ
e
S
u
m
m
u
m
 jus, 
s
u
m
m
u
m
 in-

juria. 
(The highest right is 

the utmost injury.) 
~
 

垣’
静
穏
4隣
組
帳
ム
-6
:;;:-. 
In 
o
m
n
i
b
u
s
 quidem, 

m
a
x
i
m
e
 

t
a
m
e
n
 in jure

記
quitas
spectanda est. 

(In all affairs 

indeed, 
but especially 

in 
those that 

concern the 

administration of justice, equity should be regard-

ed. 
Digesta, 

50.17.90.
）
同
~
In 
ambiguis 

ora-

tionibus m
a
x
i
m
e
 sententia spectanda ejus est, 

qui 

eas 
protulisset. 

(In 
a
m
b
i
g
u
o
u
s
 
expressions, 

the 

opinion 
(or 
meaning) 

of 
the 
person 
w
h
o
 m
a
d
e
 

t
h
e
m
 is 
chiefly to be regarded. Digesta 50.17.96.) 

込
ゃ
e
例
制

1ト
1ト
入
！
掘
や

nr;m:.iiて）
~
ν
エ
時
。
鰍
わ
（
当

B
l
a
c
k

’S

L
a
w
 Dictionary, 

8th 
Ed., 
T
h
o
m
s
o
n
,
 
West, 
1999 

（~
l
ι
B
L
D
~
蜜
炉
）
！.！
吋
時
。

（笥）
A
m
 Wald, Oordning 1619, ss. 48-62. 

（事）
A
m
 Wald, Oordning 1619, ss. 

62-73. 

（埠）
A
m
 Wald, Oordning 1619

，
路
.
73
ー77.

（事）
静
穏
.
樺
（
Digesta

）
会
＆
48. 
19. 5
 pr. 

~
 i
糧’
50.

17. 
90.
肖
~
50. 
17. 

96.
為

nr;匪
拘

4ヰ
ド
エ
時
e
会

i.J.~.暗
e
吋

小
！.！樺穏.....）

~
!
R
＇
毒
~
！
.
！
~
~
時
~
単
語
罵
れ
｝
~
時
。

（話）
http://www.modetheorie.de, 

Osborn, 
M
a
x
:
 

Die Teufelliteratur des XVI. Jahrhunderts, 1893, 1
 

(238), 
<Acta 
Germanica. 

O
r
g
a
n
 
fuer 
deutsche 

Philologie, 
hg. 
v
o
n
 Rudolf 
H
e
n
n
i
n
g
 u
n
d
 Julius 

Hoffory, Bd. III, 
Heft 3, 
Berlin (
M
a
y
e
r
 &
 Muller) 

1893, 
90-331, 
V
I
 
+
 236, 
Reprint: 

Hildesheim, 

G
e
o
r
g
 Olms, 1965.), SS. 

154-156. 
！.！
吋
時
。
布
将
’
E

4目
園
蜘
題
1韮
睡
e
Deutscher Biographischen Index, 3, 

Kumlierte u
n
d
 Erweiterte A

u
s
g
a
b
e
 8, 
Tan-Z, K. 

G. 
Saur, 
M
u
e
n
c
h
e
n
,
 2004, 
ISBN: 
3-598-34176-8 

（
鰹
終
回
ゆ
G
G
1
2
-
B
7
1
）
肖

~li[
Arkiv ~

ャ
、
ロ
ト
ヤ
会
イ

（鰹
4払
程
n]t>
YD5-212) 

I
 1326, 253-254.

印
蜘
援
。
柄
引
’

Schmidt 1966, 
S. 
35 
!.! 
~

’
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 Deutsche 

Biographie I, 
S. 418, Leipzig, 1875 ~

蜘
盛
る
課

1時
折
』
£

も
J
；二時。

剛
！.！＇
http://www.historicum.net/themen/ 

hexenforschung/lexikon/personen/artfWalcL 
。
NH
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。。。円
mlmwg＼Z
B
q
s司
t
w
o－＼勾
hpu＼
S
＼
N仏
叶

σの
HKEhpo＼
に
よ
る

と
、
生
年
は
一
五
四
O
／
五
O
年
の
問
、
没
年
は
一
六
O
O年
頃
と

さ
れ
て
お
り
、
魔
法
に
よ
る
発
病
に
効
果
の
あ
る
万
能
薬

2
2
5

l
包
包
－

z
g）
の
発
明
者
と
さ
れ
、
そ
の
他
に
法
律
的
に
魔
女
の
テ

ー
マ
を
扱
っ
た
研
究
者
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
が
本
稿
で
紹
介

す
る
「
裁
判
所
の
無
秩
序
」
で
あ
る
。

（
必
）
富
。
色
合
円

s
s
w
ω
－
a∞・

（
却
）
回
口
問
。
円
H
∞∞
ω・
ω
・吋
N
・

（
閃
）
富
。
内
広
2
5
s
w
m－
g・

（
日
）
富
。
色
合
円
足
当
・

ω
・芯・

（
回
）
富
。
《
広

2
5
s・
g
・
3
？
F
m
R
H
U
8・
ω－
HHN・

（
臼
）
富
。
《
涼
2
H
u
s－
ω・
3
・回一
F
Uゐ－
Nom・

（日）

E
m
R
S∞
ω・
8
・
芯
民
・
・

8
・
HHN民
・
及
び
富
。
色
合
吋

一戸匂句、ア

ωω
・
∞
由
民
・
以
下
こ
れ
ら
に
よ
る
。

（
日
）
原
文
は
、
同
，
ロ
己
目
5
z
m
司
江
島

F＼
Fmmv
。
。
『
河
川
伊
丹
件
。
。
F

2
口
問
。
《
出
回
可
。
－
E
m
d『
E
F
E
R
E
V
b
似

5

5

2
括

的

g
v
o
gミ
5
S
E
m
g
F
m鳴
g
ロ＼・：－

B
。
B
B
R
O＼・：・

kFE

S
S－ι・。。叫【四回岡山口問］
5HPω
－
H・

（
日
）
裁
判
官
規
則
の
古
版
（
坂
田
、
平
成
二
二
年
、
一
四
五
頁
以
下
、

一
五
一
頁
）
参
照
。

（
訂
）
規
則
前
文
は
、
「
し
か
し
、
裁
判
官
が
正
し
く
判
決
す
る
意
志

を
有
し
、
法
に
関
す
る
自
ら
の
最
大
の
知
識
に
従
っ
て
細
か
く
調
査

を
行
い
、
な
お
、
自
ら
の
無
知
識
の
た
め
に
法
を
発
見
で
き
ず
、
虚

偽
の
判
決
を
述
べ
た
場
合
に
は
、
そ
の
裁
判
官
は
、
冷
酷
さ
か
ら
で

は
な
く
、
過
失
に
よ
り
自
ら
の
意
志
に
反
し
て
虚
偽
の
判
決
に
到
達

し
た
と
い
う
弁
解
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
刑
罰
が
科
さ
れ

る
場
合
に
は
過
失
罰
金
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る

（
坂
田
、
平
成
一

O
年
、
一

O
二
頁
）
。

（関）

krEHacZ件
5
E・
ω・∞・

（印）

KFHBagZ仲
居
印
H・
a－∞
lHH・
な
お
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
規

則
の
内
容
に
つ
い
て
大
要
下
記
の
よ
う
に
記
し
て
い
る

（ωの
F
S広
同
忌
a
p
m∞・

8
白
・
）
。
規
則
は
、
法
律
学
の
専
門
教
育

で
は
な
く
ペ
ト
リ
の
実
務
体
験
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
特
徴
は
、

裁
判
官
職
と
訴
訟
手
続
の
基
礎
的
問
題
を
扱
う
真
撃
な
姿
勢
に
あ
る
。

ア
ル
ム
ク
ィ
ス
ト
の
い
う
よ
う
に
、
規
則
は
様
々
な
典
拠
か
ら
の
命

題
の
集
積
で
あ
り
、
特
に
、
前
文
よ
り
第
五
ま
で
の
部
分
と
訴
訟
法

規
定
と
は
明
か
に
典
拠
が
異
な
る
。
一
五
0
0年
代
か
ら
一
六
0
0

年
代
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
刑
訴
と
民
訴
の
相
違
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
が
規
則
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
刑
事
事
件
に
関
す
る
規
定
が
多

い
が
、
用
語
に
自
位
畠
mmロ
品
。
（
被
害
者
）
が
な
く
、

KFEm－

m包
括
ロ
（
検
察
官
）
が
あ
り
、

S
W
O
B
（
罰
金
）
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
回
以
B
ロ
品
。
（
参
審
員
）
な
ど
農
村
法
（
宮
口
含
－
mm）

に
か
か
る
事
項
よ
り
も
都
市
法
（
ω宮内田
ω
E
m）
に
関
す
る
事
項
が

多
い
。

（
ω）
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
（
図
。
】
S
V似の
W

忌
N∞－
g
－
NJ戸
lNJζ
・
）
は
、

規
則
の
各
条
項
の
典
拠
を
詳
細
に
調
査
し
、
ロ
ー
マ
法
、
教
会
法
、
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スウェーデン裁判官規則について

パ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
シ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
法
命
題
、
証
拠
規
則
及
び
拷

問
に
関
す
る
規
定
を
規
則
が
含
ん
で
い
る
こ
と
を
述
べ
、
特
に
、

人
々
の
最
善
に
最
大
の
価
値
を
置
く
ル
タ

1
派
の
改
革
派
指
導
者
、

ペ
ト
リ
の
思
想
に
そ
の
特
徴
を
見
出
し
て
い
る
。
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
が

法
学
葉
纂
か
ら
の
引
用
と
し
て
い
る
規
則
の
規
定
は
、
第
一
四
、

思

m
g
S
F
ω
・
ωω
・
、
第
一
八
、
巴

mgghp∞
・
巴
・
切
望
・
、
第

二
O
、
思

m
g
S
F
ω
・
N
U
・
、
第
二
五
、

g
m
g
g
h
p∞
・
巴
－

m

唱
戸
、
第
三
一
、

g
m
g
g
h
B・
S
・
印
胃
・
、
第
四
O
、
宮
崎

g
s

u
o－
ロ
・

5
・
及
び
第
四
二
、
盟
問

g宮
町
0
・
ロ
・
忠
h
w
H
N
0
・
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
ヴ
ァ
ル
ド
の
引
用
す
る
法
学
葉
纂
の
規
定
と
重

な
り
合
う
も
の
が
あ
る
。
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
は
、
こ
の
他
『
鬼
芹
g
－

t
。
ロ
及
、
び
。
。
品
。
M

円
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
第
一

O
は
キ
ケ
ロ
の
引
用
で
あ
る
。

（
臼
）
坂
田
平
成
一

O
年
、
一

O
三
頁
。

（
位
）
k
r
－
BSCFω
仲

H匂
mHWω
－
P
出。－

sσ
障の

W
S
N∞・

ω－
N
3・

同Mmw丹
江
．
。
zdcω
二
宮
田
宮
内
目
。

ω
W門
店
件
。
叫
（
問
。
ι・
mwd
図。
ωω
巴－

B
m
w
p
回

gm同）・〈。－－同・・
5
E・
ωω
・
ωロ
l
ω
N
P
ω
U
2
E

＝

ωω
・
ω
H
P
ω
H
2・
（
ホ
ル
ム
ベ
ッ
ク
の
引
用
部
分
）
。

（
補
注
）
＠
は
＠
と
＠
の
聞
に
入
る
。
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